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このコーナーでは、新
しん
聞
ぶん
･雑

ざっ
誌
し
の記

き
事
じ
を通

とお
して現

げん
代
だい
日
に
本
ほん
事
じ
情
じょう
の紹

しょう
介
かい
をするとともに、日

に
本
ほん
語
ご
を教

おし
える先

せん
生
せい
方
がた
が新

しん
聞
ぶん
･

雑
ざっ
誌
し
の記

き
事
じ
などの生

なま
教
きょう
材
ざい
をどうやって教

きょう
材
ざい
化
か
し、中

ちゅう
･上

じょう
級
きゅう
の日

に
本
ほん
語
ご
の授

じゅ
業
ぎょう
にどう活

かつ
用
よう
できるかを提

てい
案
あん
していきます。

今
こん
回
かい
はケータイ小

しょう
説
せつ
に関

かん
する記

き
事
じ
を取

と
り上

あ
げ、実

じっ
際
さい
の教

きょう
室
しつ
活
かつ
動
どう
の流

なが
れにそって質

しつ
問
もん
と記

き
事
じ
を提

てい
示
じ
しました。

「読
よ
む前

まえ
に」の部

ぶ
分
ぶん
は、記

き
事
じ
に関

かん
する背

はい
景
けい
情
じょう
報
ほう
を提

てい
供
きょう
することで、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
がいきなり記

き
事
じ
を読

よ
むのではなく、

読
よ
む準

じゅん
備
び
ができるようにすることを目

もく
的
てき
にしています。「読

よ
む前

まえ
に」の質

しつ
問
もん
は、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が話

わ
題
だい
に関

かん
してどんな情

じょう
報
ほう
や

イメージを持
も
っているかを引

ひ
き出

だ
したり話

はな
し合

あ
ったりすることで、記

き
事
じ
を読

よ
む意

い
欲
よく
を高

たか
めることを狙

ねら
っています。

「読
よ
もう」の部

ぶ
分
ぶん
は、ざっと目

め
を通

とお
して大

たい
意
い
を把

は
握
あく
したりキーワードを取

と
り出

だ
したりする大

おお
まかな読

よ
み方

かた
や、

表
ひょう
現
げん
や構

こう
文
ぶん
を押

お
さえて読

よ
む精

せい
密
みつ
な読

よ
み方

かた
が含

ふく
まれます。この部

ぶ
分
ぶん
の質

しつ
問
もん
は、読

よ
み進

すす
めていく過

か
程
てい
で必

ひつ
要
よう
なストラ

テジーの意
い
識
しき
化
か
を狙

ねら
っています。

「読
よ
んだ後

あと
で」の質

しつ
問
もん
は、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が読

よ
んだ記

き
事
じ
の内

ない
容
よう
を整

せい
理
り
し、自

じ
分
ぶん
の頭

あたま
の中

なか
に作

つく
り上

あ
げたイメージを表

ひょう
現
げん

したり記
き
事
じ
への反

はん
応
のう
を他

ほか
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
と交

こう
換
かん
したりできるようにすることを目

もく
的
てき
にしています。

電
でん

車
しゃ

内
ない

でじっと携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ
の画

が
面
めん

を見
み
つめる若

わか
者
もの

。

手
て
は全

まった
く動

うご
いていません。メールのやり取

と
りをして

いるのでも携
けい

帯
たい

ゲームをしているのでもなさそうです。

携
けい

帯
たい

コミックを読
よ
んでいるのでしょうか。いや、どうも

ケータイ小
しょう

説
せつ

を読
よ
んでいるようです。･･･このような

光
こう

景
けい

は日
に

本
ほん

の通
つう

勤
きん

･通
つう

学
がく

の電
でん

車
しや

内
ない

で日
にち

常
じょう

的
てき

に

見
み
かけられるようになってきています。

このケータイ小
しょう

説
せつ

は、6年
ねん

程
ほど

前
まえ

に登
とう

場
じょう

し、特
とく

に

2007年
ねん

には文
ぶん

芸
げい

作
さく

品
ひん

のベストセラー上
じょう

位
い
を独

どく
占
せん

し、

活
かつ

字
じ
離
ばな

れと言
い
われる時

じ
代
だい

にあって注
ちゅう

目
もく
を浴

あ
びました。

その中
なか

でも、『恋
こい

空
ぞら

』という作
さく

品
ひん

は書
しょ

籍
せき

化
か
され200万

まん
部
ぶ

以
い
上
じょう

売
う
り上

あ
げ、その人

にん
気
き
を受

う
けてその後

ご
映
えい

画
が
化
か
もされ、

昨
さく

年
ねん

はテレビドラマとしても放
ほう

送
そう

されました。また、

『源
げん

氏
じ
物
もの

語
がたり

』の現
げん

代
だい

語
ご
訳
やく

でも知
し
られる作

さっ
家
か
の瀬

せ
戸
と
内
うち

寂
じゃく

聴
ちょう

さんも昨
さく

年
ねん

「ぱーぷる」というペンネームで

『源
げん

氏
じ
』をモチーフにしたケータイ小

しょう
説
せつ

を書
か
き

話
わ
題
だい

になりました。

ケータイ小
しょう

説
せつ

の特
とく

徴
ちょう

として、恋
れん

愛
あい

や学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

が

テーマのものが多
おお

いこと、読
どく

者
しゃ

は10代
だい

後
こう

半
はん

から

20代
だい

にいたる女
じょ

性
せい

が圧
あっ

倒
とう

的
てき

に多
おお

いこと、作
さく

者
しゃ
も読

どく
者
しゃ
と

同
おな

じようにほとんどが素
しろ

人
うと

であること、若
わか

者
もの

が日
にち

常
じょう

話
はな

すような言
こと

葉
ば
で書

か
かれていること、読

どく
者
しゃ
とのやり取

と
り

が作
さく

品
ひん

に反
はん

映
えい

されやすいこと、等
など

が挙
あ
げられます。

携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ
を使

つか
って作

さく
品
ひん

を書
か
き作

さく
品
ひん

を読
よ
むこのような

ケータイ小
しょう

説
せつ

について、表
ひょう

現
げん

が稚
ち
拙
せつ

で内
ない

容
よう

も単
たん

調
ちょう

で

文
ぶん

学
がく

作
さく

品
ひん
と呼

よ
べないという否

ひ
定
てい

的
てき

な意
い
見
けん

から、若
わか

者
もの

の

活
かつ

字
じ
離
ばな

れに歯
は
止
ど
めがかかり文

ぶん
学
がく

作
さく

品
ひん
としても今

いま
までに

ない新
あたら

しいスタイルが現
あら

われる可
か
能
のう

性
せい

を秘
ひ
めている

という肯
こう

定
てい

的
てき

な意
い
見
けん

まで、様
さま ざ々ま

な意
い
見
けん

があります。

今
こん

後
ご

一
ひと

つのジャンルとして確
かく

立
りつ

され定
てい

着
ちゃく

して

いくのかどうか、書
か
き手

て
は何

なに
を思

おも
い書

か
いているのか、

今
こん

回
かい

は、書
か
き手

て
の一

ひと
人
り
、第

だい
1回

かい
日
に
本
ほん

ケータイ小
しょう

説
せつ

大
たい

賞
しょう

受
じゅ

賞
しょう

者
しゃ

の十
と
和
わ
さんが書

か
いた記

き
事
じ
を読

よ
んでみましょう。

質
しつ
問
もん
1： 後

うしろ
の参

さん
考
こう

ウェブサイトで紹
しょう

介
かい

されている

ケータイ小
しょう

説
せつ

サイトにアクセスし、実
じっ

際
さい

に

どれか一
ひと

つの話
はなし

の最
さい

初
しょ

の部
ぶ
分
ぶん

を読
よ
んで

みましょう。どんな特
とく

徴
ちょう

がありますか。

気
き
がついた点

てん
をメモし、そのあとグループで

その特
とく

徴
ちょう

について話
はな

し合
あ
ってみましょう。

（ケータイ（携
けい

帯
たい

）小
しょう

説
せつ

ですが、普
ふ
通
つう

のPC

でも読
よ
むことができます。）

読
よ
む前

まえ
に

新
しん
聞
ぶん
・雑

ざっ
誌
し
から見

み
る現

げん
代
だい
日
に
本
ほん

ケータイ小
しょう
説
せつ

■ 第
だい
31回

かい
■
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新
しん
聞
ぶん
・雑

ざっ
誌
し
から見

み
る現

げん
代
だい
日
に
本
ほん

9

質
しつ
問
もん
2： 見

み
出
だ
しの「読

どく
者
しゃ

」は、どのような読
どく

者
しゃ

ですか。正
ただ

しいものを選
えら

んでください。

（1）若
わか

者
もの

と大
おと

人
な

（2）10代
だい

･20代
だい

の若
わか

者
もの

（3）10代
だい

･20代
だい

の女
じょ

性
せい

（4）大
おと

人
な

読
よ
もう

▲毎
まい
日
にち
新
しん
聞
ぶん
（朝

ちょう
刊
かん
） 2008年

ねん
10月

がつ
17日

にち



質
しつ
問
もん
3： 見

み
出
だ
しに「綺

き
麗
れい

事
ごと

」とありますが、何
なに

が綺
き
麗
れい

事
ごと

なのですか。本
ほん

文
ぶん
の内

ない
容
よう
から判

はん
断
だん
して一

いち
番
ばん

合
あ
っているものを

一
ひと

つ選
えら

んでください。

（1）理
り
想
そう

的
てき

な言
こと

葉
ば
や物

もの
語
がたり

（2）現
げん

実
じつ

的
てき

な愛
あい

や幸
しあわ

せ　　（3）理
り
想
そう

的
てき

な愛
あい

や幸
しあわ

せ （4）現
げん

実
じつ

的
てき

な言
こと

葉
ば
や物

もの
語
がたり

質
しつ
問
もん
4： 筆

ひっ
者
しゃ

のプロフィール紹
しょう

介
かい

のところに、「リアルタイムのやり取
と
りで世

せ
界
かい

を共
きょう

有
ゆう

」とありますが、誰
だれ

が

世
せ
界
かい

を共
きょう

有
ゆう

するのですか。

共
きょう

有
ゆう

する人
ひと

：_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ 

質
しつ
問
もん
5: 本

ほん
文
ぶん

に3回
かい

「自
じ
分
ぶん

」という語
ご
が出

で
てきますが、この自

じ
分
ぶん

は誰
だれ

のことですか。

質
しつ
問
もん
6： 最

さい
後
ご
から二

ふた
つ目

め
の段

だん
落
らく

の終
お
わりから3行

ぎょう
目
め
に「もうひとりの作

さく
者
しゃ

」とありますが、具
ぐ
体
たい

的
てき

に誰
だれ

の

ことですか。15字
じ
以
い
内
ない

で書
か
いてください。

質
しつ
問
もん
7： ケータイ小

しょう
説
せつ

は、従
じゅう

来
らい

の小
しょう

説
せつ

とどんな点
てん

が違
ちが

いますか。本
ほん

文
ぶん

からわかることの中
なか

から3点
てん

挙
あ
げてください。

質
しつ
問
もん
8： これからのケータイ小

しょう
説
せつ

について筆
ひっ

者
しゃ

はどう思
おも

っていますか。その心
しん

情
じょう

を表
あらわ

している部
ぶ
分
ぶん

を記
き
事
じ
本
ほん

文
ぶん

から二
ふた

つ選
えら

んでください。

質
しつ
問
もん
9： みなさんは、ケータイ小

しょう
説
せつ

についてどう思
おも

いますか。賛
さん

成
せい

派
は
と反

はん
対
たい

派
は
の二

ふた
つのグループに別

わか
れて討

とう
論
ろん

してみましょう。

質
しつ
問
もん
10：ケータイ小

しょう
説
せつ

の表
ひょう

記
き
は、どうして「携

けい
帯
たい

」でも「けいたい」でもなく「ケータイ」なのでしょうか。

また、作
さっ

家
か
の瀬

せ
戸
と
内
うち

寂
じゃく

聴
ちょう

さんのケータイ小
しょう

説
せつ

のペンネームは、どうして「ぱーぷる」なのでしょうか。

そして、英
えい

語
ご
purpleから来

き
た外

がい
来
らい

語
ご
なのにどうしてカタカナ表

ひょう
記
き
ではなく平

ひら
仮
が
名
な
表
ひょう

記
き
なのでしょうか。

一
いっ

緒
しょ

に考
かんが

えてみましょう。

読
よ
んだ後

あと
で

＜解
かい
答
とう
例
れい
＞

質
しつ
問
もん
1：（省

しょう
略
りゃく

） 質
しつ
問
もん
2：（2） 質

しつ
問
もん
3：（3） 質

しつ
問
もん
4：ケータイ小

しょう
説
せつ

の作
さく

者
しゃ

と読
どく

者
しゃ

質
しつ
問
もん
5：ケータイ小

しょう
説
せつ

の読
どく

者
しゃ

質
しつ
問
もん
6：作

さく
者
しゃ

とやりとりをする読
どく

者
しゃ

（12字
じ
）

質
しつ
問
もん
7：（1）書

か
き手

て
がほとんど一

いっ
般
ぱん

人
じん

であること　　（2）読
どく

者
しゃ

の声
こえ

が作
さく

品
ひん

に反
はん

映
えい

されやすいこと

（3）作
さっ

家
か
と読

どく
者
しゃ

の距
きょ

離
り
が近

ちか
いこと　　　　　（ほかに、読

どく
者
しゃ

は10代
だい

や20代
だい

が中
ちゅう

心
しん

であること、等
など

）

質
しつ
問
もん
8：（1）「ケータイ小

しょう
説
せつ

の未
み
来
らい

は、今
いま

以
い
上
じょう

に自
じ
由
ゆう

なものであっていいと思
おも

う。」

（2）「『とにかく伝
つた

えたい想
おも

いがあるんだ』という純
じゅん

粋
すい

な部
ぶ
分
ぶん

で、読
どく

者
しゃ

と共
きょう

鳴
めい

し合
あ
っていければと

思
おも

っている。」

質
しつ
問
もん
9：（省

しょう
略
りゃく

） 質
しつ
問
もん
10：（省

しょう
略
りゃく

）

新
しん
聞
ぶん
・雑

ざっ
誌
し
から見

み
る現

げん
代
だい
日
に
本
ほん

参
さん
考
こう
ウェブサイト

・英
えい
語
ご
ウィキペディア（英

えい
語
ご
） http://en.wikipedia.org/wiki/Mobile_phone_novel

・Japan Times記
き
事
じ
（英

えい
語
ご
） http://search.japantimes.co.jp/cgi-bin/fl20070923x4.html

・第
だい
3回

かい
ケータイ小

しょう
説
せつ
大
たい
賞
しょう
http://nkst.jp/pc/index.php

・ケータイ小
しょう
説
せつ
サイト　野

の
いちご　http://no-ichigo.jp/

・～ケータイ小
しょう
説
せつ
ランキング～　ケータイ小

しょう
説
せつ
王
おう
国
こく
http://novel.mfpark.com/rank/

10
今
こん

回
かい

取
と
り上

あ
げたテーマや練

れん
習

しゅう
案
あん

についてのご意
い
見
けん

をお待
ま
ちしています。また、今

こん
回
かい

の記
き
事
じ
を使

つか
って授

じゅ
業

ぎょう
をしたときの様

よう
子
す

や結
けっ

果
か
などを編

へん
集

しゅう
部
ぶ
までお寄

よ
せください。このコーナーの担

たん
当
とう

：浜
はま

田
だ
盛
もり

男
お
、境

さかい
田
だ

徹
とおる

（関
かん

西
さい

国
こく

際
さい

センター日
に
本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

専
せん

門
もん

員
いん

）
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